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料・品スーパーはもとより、日用品、衣料品、飲食店などそれぞれの持味を生かした専門店が軒を並べる。
もちろん団地住民だけでなく・一般の方に、シ,ツピングの楽しさが味わえるようカラー舗装などの配慮
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昭和54年度

優良従業員表彰式盛大に挙行一
中小企業緊急融資の延長について
「商売繁盛のポイソト」
昭和55年度
県立短期大学社会人向特別
入学募集要項

企業経営のカンどころ
第31回人権週間・
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前年同月

奈良会議所ニュース

帝国興信所

月 4億9,500万円

一般事務
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(内整理を含む負債1,000万円以上)

経理事務
試算表迄

業

女

軽作業

4

機械設計

験

経理事務

・・・・ 2
・4
・6

薬品営業

一般事務

子

手取賃金
(月収)

庶務・人事
7

4

一般事務

180,000円

200,000円

190,000円

160,000円

100,000円冷蔵作業

年

12

人

8 ケ月

保母見習い

5

職業紹介状況(9月)学卒・ トを除く.
ノ"、^

昭和54年12月10日(毎月1回10日^)

経理事務
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勤務時間
(休日)

経理事務

の

一般事務

8.00~17.00
(士・日)

年

28.5年

一般事務

9.00~17.00
(士・日)

1

1

項目

9.00~18.00
(士・日)

保母手伝

年

52

間有効求人

奈良市
通

経理事務

100,000円

100,000円

90,000円

80,000円

9.00~17.00
(日・祝)

5年2・

奈良市・
天理市通
奈良市・
大阪通
奈良市内
通

規

9.00~17.00
日・祝)

間有効求職者

8

6億5,000万円

不問

9.00~17.00
(士・日)

年

20年

人

2億6,200万門

奈良市消費考物価指数 9月(昭和50年=100)
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＼乱 総
項＼

奈良市

天理市

駒市

奈良市

天理市

効

8.30~17.00
(士・日)

不問

天理市
通

100,000円

9.00~16.00
(日・祝)

求

者

件

升

近鉄沿線
通

ーき園印」・
西大寺通

第135号掲載分

(奈良公共職業安定所)

8.30~17.30
(日・祝)

件
人

801
2,290
238
901

3,792
6]0
2郭
0.60

求職

不問

8月

商高卒、運転免許、
珠算1級簿記3級

9.00~17.00
(日・祝)

倍

不問

男

上

奈良市内

奈良市内
通

奈良市内
通

大学卒、運転免許、
甲種一等機関士

対前月比

124.8

506
1,493
115
510

2,0弱
331
128
0.72

9月

昇

資格

天理市

生駒市

奈良市

奈良市

大学中退、運転免許

女
^"

対前年
同月比

率

旧中卒普通免許
社会保険加入事業所

^.9

295
797
12。
391
1,737
279
127
0.45

128.5

前年比%

,」、

食料住居光

乗客数 10月(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

高卒簿記珠算共

4.3

2.9

摘要

月別

奈良市

117.9

4.8

(総理府統計局)

国鉄奈良駅

3級

121.2

119.フ

旧女学校卒
試算表可

9

乗

被服雑費

月

Ⅱ9.0

127.フ

10月

奈良交通名所めぐり

客
交良公園奈良'迭_、隆寺

413,739

歴学老
無
偶
有
配
の所住

有
有
有
有
有 卒

望希
地
)

務
・

勤
ぐ

卒
免通

高
普 許

有
有
無
有
佃

付
卒中

原
旧

本
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営

登
W
爽
W
路

先
号
に
続
い
て
倒
産
防
止
相
談
室

に
つ
い
て
一
一
言
。
最
後
で
少
し
触
れ

ま
し
た
が
先
月
の
五
日
、
七
日
の
二

日
間
「
倒
産
防
止
特
別
セ
ミ
ナ
ー
L

を
開
催
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
参
加

者
は
何
と
三
十
名
足
ら
ず
。
,
倒

彦
と
い
う
こ
と
、
は
の
イ
メ
ー
ジ
が

悪
か
っ
九
の
か
な
あ
ー
と
、
い
さ
さ

か
落
胆
の
心
境
で
す
'
「
対
岸
の
火

事
」
と
い
う
こ
と
ぱ
が
あ
り
ま
す
。

他
人
に
は
大
変
な
事
で
、
自
分
に
は

関
係
な
い
と
い
う
意
味
で
す
が
商
売

に
は
横
の
つ
な
が
り
は
必
須
条
件
。

何
時
、
自
分
に
火
の
粉
が
ふ
り
か
か

つ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
▲
く
ど

い
よ
う
で
す
が
、
万
が
一
、
こ
の
よ

う
な
事
態
に
陥
っ
た
時
、
,
倒
彦

と
い
う
こ
と
ぱ
に
惑
わ
さ
れ
ず
先
ず

当
相
談
室
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
先

ん
ず
れ
ぱ
制
す
。
デ
ス
。
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熱

数

求

足

金
襲

規新
月
充

職

新
月
紹
就
有

合

発
行
所

奈
良
市
登
大
路
町

託
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者紺

家
稔

印
刷
所共

同
精
版
印
刷
鵠

一
部
五
十
円

二
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会
員
増
強
運
動
展
開
中
ノ
.

当
所
で
は
、
現
在
、
会
員
増
強
運
動
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
お
知
り
合
い
で
ま

だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
方
を
ご
存
知
の
方

は
当
所
ま
で
御
一
報
く
だ
さ
い
。
係
員
か

お
伺
い
致
し
ま
す
。
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昭
和
五
十
四
年
度

優
良
従
業
員
表
彰
式

盛
大
に
挙
行
ノ

長
年
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
船
い
て
職
務
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ

た
優
良
従
業
員
の
表
彰
式
は
去
る
十
一
月
二
十
六
日
、
当
所
五
階
大
ホ
ー

ル
に
対
い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

今
回
の
表
彰
で
は
、
勤
続
三
十
年
以
上
の
七
名
を
含
力
総
勢
九
十
九
名

の
方
が
栄
え
あ
る
受
賞
の
喜
び
に
輝
い
た
。

ー
ノ

、

.

.

.

.

.

.

.

.

.

式
は
、
今
回
受
賞
さ
れ
る
九
十
九

名
の
方
を
は
じ
め
事
業
主
ら
関
係
老

約
百
五
十
名
が
列
席
、
午
後
一
時
よ

り
始
め
ら
れ
た
。

ま
ず
小
林
会
頭
が
「
今
回
受
賞
さ

れ
る
方
々
は
、
商
工
業
界
の
至
宝
と

も
い
え
尋
在
で
あ
る
。
時
あ
た
か

も
石
油
問
題
を
は
じ
め
イ
ソ
フ
レ
懸

念
等
厳
し
い
情
勢
下
に
あ
る
が
、
こ

の
時
こ
そ
従
業
員
、
経
営
者
が
一
致

団
結
し
て
難
局
打
開
に
あ
た
っ
て
頂

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
表
彰
状
の
授
与
式
に
入

つ
元
。
初
め
に
、
勤
続
三
十
年
以
上

の
東
口
忠
一
氏
ら
七
名
に
日
本
商
工

.

、

蚤

波
才

ず

ι

、
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§
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壮
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コ
、

〔
女
子
〕

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

▽
勤
続
三
十
年
以
上

田
中
ヤ
エ
子
(
鵠
近
鉄
百
貨
店
奈

嘩

゛
吋

岻
'
、

゛
忠

才
勺

ξ
む
制

羨
、
々

争
、

契

壁

会
議
所
会
頭
表
彰
が
、
ま
た
辻
川
氏
,

ら
九
十
二
名
に
は
奈
良
商
工
会
議
所

会
頭
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ

ナ
こ
れ
に
応
え
て
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
筒
井
喜
代
次
氏
が
「
今
日
の
栄

え
あ
る
淫
員
の
喜
ぴ
を
肝
に
銘
じ
、

今
後
ま
す
ま
す
企
業
発
展
の
た
め

に
努
力
し
た
い
」
と
答
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
後
壺
坂
寺
住
職
の
常
磐
勝

憲
師
に
ょ
る
『
過
去
帳
の
心
』
と
い

う
テ
ー
マ
で
の
特
別
記
念
講
演
を
開

催
。
午
後
三
時
す
ぎ
、
喜
ぴ
の
中
に

祝
典
の
幕
を
閉
じ
た
。

ミ

剛

岐

無

写

J

無

賦
◆
襲

1

ム

リ

U
鼻

、

梦
1

武

松

被
表
彰
者
氏
名(敬

称
略
・
順
不
同
)

{

コ

、

〔
男
子
〕

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

▽
勤
続
三
十
年
以
上

東
口
忠
一
(
腸
都
ホ
テ
ル
経
営

奈
良
ホ
テ
ル
)

筒
井
喜
代
次
(
共
同
精
版
印
刷

鵠
)

奥
城
佐
傳
爾
奈
良
明
新
匙

芳
村
政
孝
皐
和
木
材
建
設

腸
)

中
井
靖
雄
(
暢
都
ホ
テ
ル
経
営

奈
良
ホ
テ
ル
)

中
村
武
彦
(
共
栄
社
油
脂
化
学

工
業
鵠
奈
良
工
坐

奈
良
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

マ
勤
続
二
十
年
以
上
三
十
年
未
満

辻
川
登
志
雄
(
杉
山
繊
維
工
業

側
)

宇
都
宮
清
市
(
鵠
墨
運
嘗

嶋
田
繁
雄
(
共
栄
社
油
脂
化
学

3

、

*寺

、

1

.

ゞ

、

、

山
田
重
幸
(
鵠
奥
村
組
)

吉
村
誠
治
(
ト
ヨ
タ
部
品
奈
良

販
売
鵠
)

▽
勤
続
十
年
以
上
二
十
年
未
満

倭
紀
久
男
(
奈
良
信
用
金
庫
)

野
間
口
実
(
奈
良
三
菱
自
動
車

販
売
鵠
)

池
田
豊
治
(
鵠
奈
良
高
嶋
屋
)

村
木
達
司
(
奈
良
三
菱
自
動
車

販
売
鵠
)

岩
本
勝
至
(
奈
良
信
用
金
庫
)

西
城
正
会
淫
証
券
鵠
奈
良

支
店
)

池
田
延
隆
(
山
一
証
券
鵠
奈
良

支
店
)

石
井
長
治
(
奈
良
油
脂
工
業

堕

鳥
井
文
夫
(
奈
交
自
動
車
整
備

鵠
)

福
田
昌
功
(
ト
ヨ
タ
部
品
奈
良

販
売
鵠
)

菅

守
会
冥
士
地
建
物

鵠
)

井
上
清
(
側
大
阪
ジ
t
キ

製
作
所
奈
良
工
場
)

梅
本
拓
男
会
和
住
宅
鵠
)

小
嶌
稔
(
奈
交
自
動
車
整
備

鵠
)

穂
積
英
雄
(
白
鳥
工
業
側
)

細
川
哲
夫
(
日
本
工
事
測
量
鵠

奈
良
支
社
)

長
谷
川
正
夫
倉
本
工
事
測
量
鵠

奈
良
支
社
)

向
井
馨
(
大
阪
日
冷
朗
奈
良

営
業
所
)

石
元
丈
夫
(
関
西
美
術
印
刷

鵠
)

瓢

゛

目

工
業
鯛
奈
良
工
当

飯
田
重
治
郎
(
大
阪
瓦
斯
側
奈
良

支
社
)

杉
田
守
男
(
鵠
墨
運
堂
)

小
島
勇
(
奈
良
ト
ヨ
タ
自
動

車
鵠
)

上
山
志
郎
(
鵠
山
中
工
務
店
)

佐
々
木
勝
美
(
朗
奥
村
組
)

六
條
浩
己
(
奈
良
ト
ヨ
タ
自
動

車
翅

新
井
隆
(
鵠
松
井
た
ん
す

店
)

水
口
荒
誠
(
鵠
関
西
発
條
製
作

所
)

森
田
康
和
(
朗
大
和
農
園
種
苗

部
)

藤
井
信
夫
(
制
池
之
畑
工
務

店
)

大
西
祥
夫
(
鵠
山
中
工
務
店
)

後
田
浅
義
(
囿
魚
万
商
店
)

中
村
森
次
(
腸
奈
良
明
新
社
)

田
辺
正
文
(
囿
吉
川
鉄
工
所
)

、゛イ(

中
條
政
美
(
囿
ミ
ャ
ト
化
工
)

弓
場
信
行
(
鵠
中
川
建
築
設
計

事
務
所
)

辻
井
良
蔵
尖
和
交
通
鯵

中
井
勇
(
共
同
精
版
印
刷

鵠
)

北
野
好
文
(
鵠
奈
良
ド
ラ
ー

セ
ソ
タ
ー
)

辻
田
務
(
鵠
近
鉄
百
貨
店
奈

良
店
)

川
村
義
晴
爾
木
下
照
優
邑

ヒ
寸

(
北
商
店
)

勝
美

ゴ
キ

西
川
宇
三
郎
(
山
甚
醤
油
鵠
)

(
制
奈
作
)

堀
内

奥
山

穣
治
(
鵠
あ
か
し
や
)

米
沢

寅
雄
(
奈
良
近
鉄
タ
ク

シ
ー
鵠
)

中
井
三
二
<
杉
山
劫
織
鵠
)

高
林
秀
全
(
小
林
石
油
鵠
)

柏
本
順
三
(
鵠
モ
ナ
ー
テ
研
究

所
)

大
西
忠
夫
(
柳
生
商
合

安
慶
名
松
栄
(
奈
良
油
脂
工
業

制
)

真
田
英
継
(
ジ
十
ス
コ
総
近
畿

事
業
本
部
)

ヒ
寸

正
義
会
商
商
事
鵠
)

』
キ

植
田
宗
弘
(
制
ほ
て
い
や
)

坂
田
逹
雄
(
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス

奈
良
販
売
鵠
)

塚
本
安
正
(
鵠
二
龍
洋
服
店
)

内
田
和
男
(
奈
良
日
本
氷
業

蚫
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゛

と
き
昭
和
五
十
五
年
一
月
七
日
(
月
)

午
前
十
時
三
十
分
よ
り

と
こ
ろ
当
所
五
階
大
ホ

ル

尚
、
御
回
示
は
今
月
二
十
日
ま
で
当
所

宛
必
着
す
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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(

良
店
)

山
本
朋
子
(
鵠
由
井
時
計
店
)

奈
良
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

足
達
す
み
(
鮒
春
日
殿
)

▽
勤
続
二
十
年
以
上
三
十
年
未
満

光
世
(
囿
宝
美
嘗

和
田
あ
き
の
(
奈
良
第
一
食
糧
前
田
久
子
(
働
旅
館
大
文
字
)

鵠
)

津
村
澄
江
(
御
万
々
堂
通
則
)

向
井
山
イ
へ
(
中
尾
蚊
帳
本
店
)

谷
原
き
ぬ
子
(
囿
西
村
物
産
)

三
浦
八
重
子
(
徳
村
商
店
)

辻
村
恵
津
子
(
ジ
ャ
ス
コ
働
近
畿

中
坊
貞
子
(
徳
村
商
店
)

事
業
本
部
)

清
水
朝
子
(
囿
千
代
の
舎
竹
村

国
枝
ト
メ
ノ
(
鵠
南
都
銀
行
)

商
店
)

押
元
充
代
(
奈
良
近
鉄
タ
ク

松
本
峰
子
爾
瓦
宇
工
業
所
)

シ
ー
鵠
)

▽
勤
続
十
年
以
上
二
十
年
未
満

上
嶋
錦
子
省
萠
娃

山
田
マ
サ
子
(
杉
山
繊
維
工
業

下
垣
美
枝
(
囿
マ
ル
ナ
カ
洋
服

鵠
)

店
)

植
村
千
佳
子
(
鵠
三
橋
商
店
)

和
田
由
美
子
(
囿
緑
屋
)

森
本
照
子
(
鵠
古
梅
園
)

西
田
恵
美
子
(
鵠
山
田
薬
局
)

山
口
陽
美
(
鵠
奈
良
毎
日
広
告

山
崎
恵
子
(
囿
コ
子
ソ
)

社
)

井
上
初
子
(
奈
良
食
品
企
業
組

留
永
和
(
奈
交
商
事
腸
)

△
巳

豊
岡
常
代
(
側
中
村
屋
)

玉
井
容
子
(
、
フ
テ
ィ
ク
ヌ
ー
ヴ

上
田
テ
ル
子
(
働
モ
ナ
ー
テ
研
究

オ
ー
)

所
)

梅
森
和
子
(
働
白
玉
屋
栄
寿
奈

マ
勤
続
五
年
以
上
十
年
未
満

良
店
)

上
田
キ
シ
ニ
(
奈
交
商
事
制
)

以
上
九
十
九
名
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昭
和
五
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
左
記
に
ょ
り
恒
例
の
合
同
新
年
賀

年
案
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
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0
中
小
企
業
緊
急
融
資
の
延
長
に
つ

い
て

政
府
は
、
昭
和
五
十
四
年
九
月
三

十
日
で
期
限
切
れ
と
な
る
予
定
で
あ

つ
た
「
中
小
企
業
倒
産
対
策
緊
翻

資
」
を
本
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ

は
最
近
の
企
業
倒
産
が
、
件
数
、
負

債
額
と
、
二
t
三
年
前
の
平
常
時
に

比
べ
著
し
く
高
く
、
し
か
も
企
業
倒

産
の
水
準
は
低
下
せ
ず
む
し
ろ
夏
以

降
徐
々
に
水
準
が
上
が
っ
て
来
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
、
①
原
油
価

格
高
騰
に
ょ
る
コ
ス
ト
ア
ど
フ
が
企

業
経
営
を
圧
迫
す
る
、
②
金
融
引
締

め
の
効
果
か
浸
透
す
る
。
③
例
年
、

秋
口
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
企
業
倒

産
が
増
加
し
て
い
る
、
等
の
理
由
か

ら
、
政
府
で
は
倒
産
動
向
は
依
然
と

し
て
楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
と
判
断
し
、
延
長
に
踏
切
っ

た
、
の
で
あ
る
。

更
に
、
造
船
関
連
地
域
あ
る
い
は

北
洋
漁
業
関
連
地
域
等
の
特
定
不
況

地
域
の
中
小
企
業
者
に
対
す
る
経
営

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
五
十
四
年
九

月
三
十
日
で
期
限
切
れ
と
な
る
予
定

で
あ
っ
た
「
特
定
不
況
地
域
対
策
緊

急
融
資
」
に
つ
い
て
も
本
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
延
長
し
、
中
小
企
業

の
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

(
参
考
)

一
、
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対
策

緊
急
融
資
の
概
要

融
資
対
象

①

特
定
不
況
地
域
に
お
い
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
者

で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
最
近
の
売
上
額
が
前
年
の

売
上
額
に
比
し
工
0
%
以

上
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

②
最
近
の
受
注
高
が
前
年
の

受
注
高
に
比
し
て
二
0
%
以

上
減
少
し
て
い
る
と
と
。

)2
 
資
金
使
途

(

特
定
不
況
地
域
に
お
け
る
中

核
的
事
業
所
の
事
業
活
動
の
急

激
な
縮
小
に
伴
う
売
上
又
は
受

注
の
減
少
、
取
引
条
件
の
悪
化

等
に
ょ
り
緊
急
に
必
要
と
す
る

運
転
資
金

3
 
融
資
機
関

)(

中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民

金
融
公
庫
及
び
商
工
組
合
中
央

金
庫

④
融
資
条
件

①
貸
付
限
度
1
別
枠
と
し

て
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
に

あ
っ
て
は
二
千
万
円
、
国
民

金
融
公
庫
に
あ
っ
て
は
五
百

万
円
、
商
工
組
合
中
央
金
庫

は
弾
力
的
に
対
処
す
る
。

②
償
還
期
間
1
実
佶
に
応
じ

六
年
以
内
(
う
ち
据
置
期
間

は
二
年
以
内
)
と
す
る
。

③
貸
付
利
率
1
中
核
的
事
業

所
に
対
す
る
取
引
依
存
度
が

二
0
%
以
上
で
あ
る
中
小
企

業
老
に
つ
い
て
は
年
七
・
ニ

%
、
そ
れ
以
上
の
中
小
企
業

者
に
つ
い
て
は
年
七
・
七
%
。

た
だ
し
、
商
工
組
合
中
央
金

庫
に
あ
っ
て
は
、
二
千
万
円

を
限
度
と
す
る
。

⑤

取
扱
期
間

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
。

ニ
、
中
小
企
業
倒
産
対
策
緊
急
融
資

の
概
要

融
資
対
象

①

関
連
企
業
の
倒
産
に
ょ
り
、

資
金
繰
り
に
困
窮
を
来
た
し
て

い
る
中
小
企
業
者

資
金
使
途

②

関
連
企
業
の
倒
産
に
伴
い
、

売
掛
債
権
の
回
収
困
難
、
売
上

減
少
の
た
め
の
固
定
費
負
担
等

の
た
め
緊
急
に
必
要
と
な
る
運

転
資
金

融
資
機
関

③

中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民

金
融
公
庫
、
沖
繩
振
興
開
発
金

融
公
庫
及
び
商
工
組
合
中
央
金

庫
④
融
資
条
件

①
貸
付
限
度
1
別
枠
と
し

て
、
中
小
企
業
金
融
公
庫
及

び
沖
繩
振
興
開
発
公
庫
(
中

小
企
業
資
金
)
に
あ
っ
て
は

二
千
万
円
、
国
民
金
融
公
庫

及
び
沖
繩
振
興
開
発
金
融
公

(
生
業
資
金
)
に
あ
っ
て

は
五
百
万
円
と
す
る
。

②
償
還
期
間
1
実
情
に
応
じ

五
年
以
内
(
う
ち
据
置
期
間

年
以
内
)
と
す
る
。

は
一

③
貸
付
利
率
・
・
・
通
常
利
率

(
年
八
・
 
0
%
、
沖
繩
振
興

開
発
金
融
公
庫
は
年
七
・
六

%
)
但
し
、
特
定
の
場
合

は
、
年
七
・
四
%
又
は
年

九
%
(
沖
繩
振
興
開
発

.

金
融
公
庫
は
年
七
・
三
%
又

は
年
七
・
五
%
)
に
軽
減
で

き
る
0

取
扱
期
間

⑤

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
0

0
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
「
不
況

業
種
」
の
指
定
及
び
指
定
期
間
の

延
長
に
つ
い
て

通
商
産
業
省
に
お
い
て
は
、
九
月

二
十
八
日
付
け
で
、
中
小
企
業
信
用

保
険
法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
の
規

定
に
基
づ
く
業
種
(
い
わ
ゆ
る
「
不

況
業
種
」
)
の
指
定
を
告
示
し
た
。

こ
れ
に
ょ
る
と
、
九
月
末
で
期
限
切

れ
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
既
指
定
三

十
三
業
種
の
う
ち
依
然
と
し
て
業
況

七
0
%
ー
ハ
0
%

国
保
険
料
の
秀
軽
減

品
の
贈
呈
か
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
、
来
賓
の
奥
田
県
知
事

鍵
田
奈
良
市
長
池
内
大
和
高
田
商

工
会
議
所
会
頭
の
各
氏
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
の
後
、
小
山
恭
二
経
営
者
協

会
長
の
乾
杯
の
音
頭
に
ょ
り
祝
宴
に

入
っ
た
。

会
場
で
は
、
正
副
会
頭
と
参
加
者

と
の
な
ご
や
か
な
交
歓
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
な
か
、
午
後
七
時
す
ぎ
正
副

会
頭
就
任
披
露
の
宴
の
幕
を
閉
じ

た
。

店
店

本
支

の
改
善
・
安
定
等
が
み
ら
れ
な
い
水

産
食
料
品
・
石
綿
布
糸
及
ぴ
造
船
業

等
二
十
二
業
種
に
つ
い
て
、
引
統
き

指
定
期
間
を
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
今

回
は
再
指
定
及
び
新
規
指
定
業
種
が

な
く
、
中
小
企
業
全
体
と
し
て
景
気

の
回
復
基
調
が
う
か
が
わ
れ
る
。

《
五
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
指
定
さ
れ
た
業
種
V

一
、
水
産
食
料
品
製
造
業
(
水
産
か

ん
詰
・
び
ん
詰
製
造
業
、
海
そ
う

加
工
業
、
寒
天
製
造
業
魚
肉
ハ

ム
.
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
業
、
水
産

練
製
品
製
造
業
、
冷
沫
水
産
物
製

造
業
及
び
冷
凍
水
産
食
品
製
造
業

を
除
く
)

ニ
、
絹
・
人
絹
織
物
業
、
織
物
手
加

行
雄正

銀
村

互
野長

相
社

栄三

イ(

工
染
色
整
理
業
父
力
ー
プ
な
つ

染
に
限
る
)
及
び
刺
し
ゅ
う
レ
ー

ス
製
造
業

三
、
木
箱
製
造
業
(
折
箱
は
除
く
)

四
、
家
具
製
造
業
(
金
属
製
家
具
製

造
業
及
び
ニ
ト
レ
ス
・
組
ス
プ

リ
ソ
グ
製
造
業
を
除
く
)

五
、
紡
織
用
紙
管
製
造
業

六
、
に
か
わ
製
造
業

七
、
ゴ
ム
製
履
物
・
同
附
属
品
製
造

業
ハ
、
な
め
し
か
わ
製
造
業
及
び
革
製

手
袋
製
造
業

九
、
陶
磁
器
製
タ
イ
ル
製
造
業
人

造
真
珠
製
造
業
及
ぴ
石
綿
布
糸
製

造
業

十
、
鉄
線
・
く
ぎ
製
造
業

十
一
、
金
属
製
洋
食
器
製
造
業
(
貴
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:
一
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金
属
製
の
、
の
を
除
く
)
、
刃
物

製
造
業
、
か
ん
切
製
造
業
、
ポ
ケ

,
ト
ナ
イ
フ
製
造
業
(
ア
ル
ミ
製

の
も
の
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製

の
も
の
、
ア
ソ
チ
モ
ソ
合
金
製
の

も
の
、
銀
製
の
も
の
、
す
ず
製
の

、
の
、
鋳
造
し
た
も
の
、
金
銀
又

は
す
ず
で
め
っ
き
し
た
も
の
及
び

ほ
う
ろ
う
引
き
の
も
の
を
除
く
)

電
気
め
っ
き
業
(
鋼
材
め
っ
き
業

を
除
く
)
及
び
溶
接
棒
製
造
業

十
二
、
船
舶
(
船
艇
を
除
く
)
、
舶

用
機
関
又
は
船
体
部
品
の
製
造
.

修
理
業

士
二
、
な
め
し
か
わ
製
運
動
用
具
製

造
業
、
ス
キ
ー
又
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
ス
キ
ー
靴
製
造
業
、
ボ
タ
ソ

製
造
業
及
び
マ
ッ
チ
製
造
業

4
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五
き

一
、
不
況
業
種
指
定
に
ょ
る
中
小
企

業
信
用
保
険
法
の
特
例
措
置
(
倒

産
関
連
特
例
保
証
)
の
内
容

日
付
保
限
度
額
の
別
枠
設
定

0
普
通
保
険

別
枠
と
し
て
五
千
万
円

0
無
担
保
保
険

別
枠
と
じ
て
八
百
万
円

0
特
別
小
口
保
険

別
枠
と
し
て
二
百
五
十
万
円

(
注
)
組
合
に
あ
っ
て
は
、
普
通

保
険
に
つ
き
別
枠
と
し
て
一

億
円

⇔
普
通
保
険
の
て
ん
補
率
の
引

上
げ

第
十
期
の
正
副
会
頭
の
就
任
を
祝

う
披
露
宴
は
、
去
る
十
一
月
二
日
、

菩
提
町
の
菊
水
楼
に
お
い
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
九
。

同
披
露
宴
は
、
当
所
常
設
委
員
会

委
員
の
承
認
〔
注
・
先
月
号
に
て
既

報
〕
等
を
求
め
る
第
三
六
回
常
議

員
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
も
の
で

会
場
に
は
、
奥
田
良
三
奈
良
県
知
事

鍵
田
忠
三
郎
奈
良
市
長
ら
来
賓
を
は

じ
め
当
所
議
員
ら
関
係
者
約
八
十
名

が
出
席
、
午
後
四
時
す
ぎ
よ
り
始
め

ら
れ
た
。

同
披
露
は
、
ま
ず
近
東
副
会
頭
の

開
会
の
こ
と
ぱ
に
始
ま
り
、
続
い
て

小
林
会
頭
が
「
財
政
基
盤
の
確
立
を

は
か
る
と
と
、
に
小
規
模
事
業
対
策

を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
商
工
会
議

所
の
使
命
達
成
に
邁
進
し
て
ゆ
き
た

い
」
と
就
任
の
挨
拶
。

続
い
て
今
回
退
任
さ
れ
る
役
員
議

員
で
長
年
当
所
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

阪
田
冨
三
郎
氏
(
議
員
歴
二
四
年
)

三
岡
嘉
三
郎
氏
(
ク
十
八
年
)

稲
田
安
功
氏
(
ク
十
五
年
)

長
岡
末
光
氏
(
ク
六
年
)

小
谷
武
芳
氏
(
前
専
務
理
事
)

の
五
氏
に
対
し
感
謝
状
並
び
に
記
念

.

ず

第135号(第三種郵便物認可)

正副会頭就任披露

盛大に開催
阪田氏ら5氏に感謝状

奈良会議所ニュース 昭和54年12月10日(毎月1回10日発行) 第135号(第三種郵便物認可)

企業と家庭に奉仕する

奈艮市下三条町8 番地
大宮・大安寺・西大寺.学園前.東生駒.天理
郡山(大和小泉).高田.桜井.桜井北.橿原
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奈良会議所ニュース
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のイ
ン
ト

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
い
う

歓
迎
の
挨
拶
コ
ト
バ
を
大
き
な
声
で

全
員
が
い
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

売
上
高
が
二
割
増
え
た
と
い
う
報
告

が
あ
る
。
商
店
経
営
で
は
対
人
関
係

か
必
要
な
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
昔
も
今
も
変
ら
な
い
。

ま
ず
、
客
に
好
か
れ
る
店
で
な
け
れ

ぱ
成
功
し
な
い
。
こ
れ
は
活
気
・
新

鮮
な
商
品
・
人
間
と
し
て
の
幸
福
等

に
つ
な
が
っ
て
消
費
者
の
満
足
感
を

生
む
。最近

で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
品
揃

え
や
サ
ー
ビ
ス
が
繁
盛
の
ポ
イ
ソ
ト

と
し
て
大
変
に
必
要
と
な
っ
て
き

た
。
客
の
好
む
商
品
の
あ
る
店
、
無

い
店
で
客
は
店
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
経
済
の
進
歩
は
い
ろ
い
ろ

な
面
で
変
化
を
生
じ
る
が
、
商
品
種

類
の
増
加
、
新
製
品
の
誕
生
は
そ
の

顕
著
な
例
で
あ
る
。
あ
る
衣
料
品
の

店
主
は
朝
礼
で
つ
ぎ
の
こ
と
を
い
っ

元
。
「
こ
れ
か
ら
社
長
の
許
可
な
く

し
て
、
商
品
の
陳
列
場
所
を
動
か
し

て
は
い
け
な
い
」
と
。
何
ん
の
こ
と

か
解
ら
な
い
店
員
さ
ん
は
、
社
長
に

「
ど
ぅ
し
て
で
す
か
」
と
聞
い
た
。

そ
の
答
え
は
、
「
よ
く
売
れ
る
商
品

は
晩
に
は
朝
の
量
か
ら
減
っ
て
い
る

東
京
都
商
工
指
導
所

長

所
長

島

イ
チ
.
コ
は
イ
チ
ゴ
ミ
ル
ク
や
そ
の

ま
ま
食
べ
て
も
良
く
、
赤
い
か
ら
船

目
出
た
い
。
初
物
、
食
べ
方
は
簡
単

値
段
も
手
頃
と
い
う
の
で
売
れ
た
わ

け
で
あ
る
。

あ
る
食
料
品
店
で
は
、
店
内
を
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
式
に
改
装
し
た
。

の
奥
さ
ん
は
「
も
う
黙
っ
て
い
て
い

い
」
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

れ
は
考
え
違
い
で
あ
る
。

「
船
客
さ
ま
、
こ
の
粉
と
イ
ー
ス

ト
菌
で
お
い
し
い
パ
ソ
が
焼
け
ま
す

よ
」
「
こ
の
オ
イ
ル
と
こ
れ
こ
れ
で

ド
レ
ッ
シ
ソ
グ
が
で
き
ま
す
よ
」
と

や
れ
ぱ
、
お
客
は
大
変
に
感
謝
す

る
。
あ
の
店
は
い
い
店
だ
わ
。
あ
そ

と
へ
行
く
と
料
理
を
覚
え
る
。
と
な

つ
て
千
客
万
来
と
な
る
。
喝
采
を
受

け
る
。
こ
れ
は
創
造
欲
求
の
充
足
と

い
っ
て
、
物
を
つ
く
る
欲
求
が
最
近

で
は
ふ
え
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

料
理
に
限
ら
ず
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

手
作
り
の
バ
ッ
グ
、
イ
ソ
テ
リ
フ
用

品
、
日
曜
大
工
等
々
。
潜
在
欲
求
を

顕
在
化
す
る
掘
り
お
こ
し
、
そ
の
き

俊

筈
で
あ
る
。
減
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
他

の
商
品
を
も
っ
て
き
て
空
い
た
と
こ

ろ
を
埋
め
る
と
、
ど
の
商
品
が
よ
く

売
れ
た
の
か
解
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
う
え
、
他
の
商
品
と
は
残

つ
て
い
る
商
品
だ
か
ら
、
人
気
の
な

い
商
品
に
店
内
が
占
め
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
」
。
こ
れ
は
難
し
い

用
語
で
い
う
と
、
品
目
管
理
で
あ

る
。
同
じ
味
の
商
品
で
も
百
五
十
円

の
は
買
う
が
五
百
円
の
は
買
わ
な
い

と
い
う
の
が
あ
る
。
核
家
族
で
親
子

三
人
で
は
、
一
回
に
食
べ
き
れ
ず
余

つ
て
し
ま
う
。
冷
蔵
庫
に
し
ま
っ
て

も
、
二
回
目
は
飽
き
る
商
品
も
あ

る
。
よ
っ
て
容
積
、
価
格
も
売
れ
る

売
れ
な
い
の
大
切
な
要
素
で
あ
る
。

青
果
物
小
売
店
で
、
年
末
に
イ
チ

ゴ
を
多
く
扱
っ
て
成
功
し
元
例
が
あ

る
0
 
正
月
は
ミ
カ
ソ
と
塩
鮭
と
い
う

年
末
の
主
力
商
品
は
古
い
伝
統
で
あ

る
。
関
西
で
は
プ
リ
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
、
も
う
戦
後
生
れ
の
人
口
は

一
%
で
あ
る
。
年
末
、
年
始
は
休

暇
と
考
え
る
人
々
も
か
な
り
多
い
。

元
日
に
家
に
い
な
い
と
一
年
中
家
に

い
な
い
な
ん
て
い
う
考
え
方
は
も
う

五
十
歳
以
上
の
人
々
の
考
え
方
か
も

知
れ
な
い
。

男

つ
か
け
、
具
体
的
に
製
作
で
き
る
方

法
を
教
え
る
こ
と
は
、
多
く
の
フ
ァ

ソ
、
客
を
つ
く
る
。

さ
て
、
小
売
店
の
こ
と
を
ス
ト
フ

と
い
う
0
 
ス
ト
ッ
ク
か
ら
き
た
言
葉

で
あ
る
。
家
庭
で
購
入
し
、
家
の
中

に
備
蓄
し
て
い
た
の
を
代
行
す
る
意

味
で
あ
る
。
必
要
と
さ
れ
る
商
品
を

よ
く
知
っ
て
仕
入
れ
て
き
て
、
必
要

時
に
手
渡
す
仕
事
、
こ
れ
が
小
売
店

の
使
命
で
あ
る
。
欲
し
く
な
い
商
品

だ
と
遠
く
の
店
ま
で
行
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
シ
,
ツ
プ
と
い
う
の
は

製
作
所
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い

る
。
靴
や
鞄
を
製
作
所
の
前
に
陳
列

し
て
売
る
。
作
っ
た
人
が
売
る
の
だ

か
ら
、
商
品
知
識
は
非
常
に
詳
し

専
門
家
で
あ
る
。
客
は
説
明
を

、
0

L聞
い
て
納
得
す
る
。
こ
れ
が
専
門
店

の
姿
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
と
れ
か
ら
は
き

め
細
か
い
配
慮
が
商
売
繁
盛
の
秘
訣

と
な
る
0
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昭
和
五
十
五
年
度

学大期短立凹

葛
咲
き
て
落
人
邑
へ
径
せ
ぱ
む

山
荘
に
散
る
夜
の
落
葉
か
さ
こ
そ
と

ひ
と
叢
の
芦
の
穂
ゆ
れ
に
雲
流
れ
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t

社
会
人
向
け
特
別
入
学

募
集
要
項

奈
良
県
立
短
期
大
学
で
は
、
「
開

か
れ
た
大
学
」
そ
し
て
生
涯
教
育
の

一
環
と
し
て
、
社
会
人
向
け
特
別
選

考
制
度
を
創
設
、
左
記
要
領
に
ょ
り

広
く
入
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

▽
募
集
人
員
(
男
女
共
学
)

商
経
科
二
部
二
十
名
以
内

マ
入
学
資
格

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
、
の
。

①
二
十
五
才
以
上
で
定
職
(
自
営
業

お
よ
び
家
事
専
従
者
を
含
む
)
を

も
ち
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
者
。

②
五
十
五
才
以
上
で
職
業
の
有
無
を

問
わ
ず
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
者
。

た
だ
し
、
器
年
令
の
、
記
算
日
は

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
と
す
る
。

な
お
、
旧
制
中
学
校
及
び
旧
制
高

等
女
学
校
卒
業
者
に
つ
い
て
は
、
本

学
学
則
第
五
章
第
十
一
条
一
号
「
そ

一
振
り
か
へ
り
友
待
っ
坂
の
は
ぜ
紅
葉
"
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、
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、
:
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宅
一
r
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山
中
三
木
選

」
:
゛
、

■
●
、
、

"
:
・
.
多
:
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■
'
,

は
な
ら
な
い
。

▽
選
考
方
法

①
書
類
審
査
②
作
文
(
約
千
二

百
字
)
③
面
接
以
上
を
総
合

し
て
合
否
を
判
定
。

マ
日
程

◎
願
書
受
付
期
間

昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
一
日

(
月
)
か
ら
一
月
三
十
一
日
(
木
)
ま

で
(
平
日
は
午
後
一
時
か
ら
同
七

時
ま
で
、
但
し
、
士
曜
日
は
午
後

五
時
か
ら
同
七
時
ま
で
)

◎
試
験
日
時

二
月
十
二
日
(
火
)
午
前
十
時
か
ら

県
立
短
期
大
学
(
奈
良
市
船
橋
町
)

に
船
い
て
汰
の
順
で
実
施
。

①
作
文
②
面
接

〔
携
行
品
〕
受
験
票
・
筆
記
用
具

弁
当
(
食
堂
あ
り
)

の
他
学
長
に
船
い
て
、
相
当
の
年
令

に
達
し
、
一
局
等
学
校
を
卒
業
し
元
者

と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

た
者
」
を
適
用
し
て
、
左
記
要
領
で

資
格
検
定
試
験
を
行
う
。

◎
願
書
受
付
期
間

昭
和
五
十
五
年
一
月
十
六
日
(
水
)

か
ら
一
月
十
九
日
(
土
)
ま
で
(
平

日
は
午
後
一
時
か
ら
同
七
時
ま

で
。
但
し
、
士
曜
日
は
午
後
五
時

か
ら
同
七
時
ま
で
)
。
卒
業
証
明

書
を
併
せ
て
提
出
す
る
こ
と
。

◎
試
験
日
時

昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
四
日

(
木
)
午
後
二
時
か
ら
。

◎
試
験
科
目

現
代
国
語
(
小
テ
ス
ト
)

◎
認
定
発
表

昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
六
日
各

自
に
電
話
で
連
絡
。

詣
定
者
に
つ
い
て
は
、
再
度
願
書

提
出
の
必
要
は
な
い
が
、
受
験
票

の
確
認
と
入
学
考
査
料
の
納
付
を

出
願
手
続
期
間
中
に
行
わ
な
け
れ

1

一

一

.

6

..

(
二
月
十
五
日
(
金
)
午
後
三
時
・
学

内
に
提
示
発
表
し
合
格
通
知
書
を

交
付
。
(
な
お
、
電
話
そ
の
他
に
ょ

る
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
な
い
)

◎
入
学
手
続
期
間

四
月
一
日
(
火
)
か
ら
四
月
十
日

(
木
)
ま
で
(
平
日
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
。
但
し
士
曜
日

は
正
午
ま
で
)

※
社
会
人
向
け
特
別
入
学
受
験
者
で

不
合
格
に
な
つ
た
者
は
再
手
続
す
る

こ
と
な
く
一
般
入
学
試
験
を
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
再
度
入

学
老
査
料
三
千
円
を
入
学
試
験
出
願

期
問
中
〔
三
月
一
日
(
土
)
1
三
月
十

一
日
(
火
)
〕
に
納
付
L
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
、

◎
そ
の
他
、
本
件
に
関
す
る
お
問
い

合
せ
は
、
奈
良
県
立
短
期
大
学

(
皿
奈
良
⑳
四
九
七
八
代
)
ま
で
。

」
゛

技
近

◎
合
格
発
表『

1
熊
推
需
U

奈
良
税
務
署
で
は
、
管
内
の
個
人

の
納
税
者
で
、
白
色
申
告
者
の
方
に

対
し
て
、
大
巾
な
青
色
勧
奨
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
方
は
勿

論
、
お
知
り
合
い
の
方
で
ま
だ
青
色

申
告
に
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非

こ
の
月
間
に
青
色
申
告
承
認
申
請
書

を
提
出
さ
れ
る
よ
う
、
特
に
お
す
す

の
う

も
よ

の
し

な
ま

んみ

0
吉

め
し
ま
す
。

な
船
、
青
色
申
告
承
認
申
請
書
は

奈
良
商
工
会
議
所
に
備
え
て
船
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

青
色
申
告
の
記
帳
の
方
法
、
決
算

の
仕
方
等
に
つ
い
て
は
、
当
会
議
所

に
お
い
て
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
是
非
御
利
用
下
さ
い
。

よ
こ
1
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1
日
本
楽
器
本
社
工
場
見
学
1

去
る
十
一
月
十
五
日
(
木
)
・
十
六

日
(
金
)
の
両
日
に
わ
た
り
、
垣
内
部

長
他
七
名
か
参
加
し
て
日
本
楽
器
本

社
グ
ラ
ソ
ド
ピ
ア
ノ
エ
場
(
浜
松
市
)

見
学
と
蔦
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
、
つ

ま
恋
レ
ク
レ
ー
シ
,
ソ
セ
ソ
タ
ー
で

の
親
睦
会
開
催
。

ま
ず
十
五
日
宋
)
の
日
本
楽
器
本

社
で
は
日
本
楽
器
と
そ
の
関
連
会
社

の
全
貌
の
説
明
を
受
け
、
 
Y
A
M
A

H
A
の
ブ
ラ
ソ
ド
で
知
ら
れ
て
い
る

グ
ラ
ソ
ド
ピ
ア
ノ
本
社
工
場
の
製
造

過
程
を
約
二
時
問
に
わ
た
り
見
学
。

工
場
で
は
従
来
の
熟
練
工
に
ょ
る
手

作
業
か
ら
ピ
フ
ノ
製
造
の
流
れ
作
業

と
い
う
画
期
的
な
生
産
方
式
の
実
施

に
ょ
り
、
日
本
の
総
生
産
の
約
六
0

%
・
世
界
の
総
生
産
の
約
三
0
%
を

生
産
す
る
と
い
う
世
界
第
一
位
の
位

置
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

十
六
日
(
金
)
に
は
同
じ
く
ヤ
マ

系
列
の
葛
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
の
コ

ソ
ぺ
(
参
加
者
中
塚
満
洲
夫
氏
他
数

名
)
と
つ
ま
恋
レ
ク
レ
ー
シ
,
ソ
セ

ソ
タ
ー
(
ス
飛
ー
ツ
・
音
楽
会
・
研

究
会
・
施
設
等
の
総
合
レ
ク
レ
ー
シ

,
ソ
セ
ソ
タ
ー
)
で
の
親
睦
会
を
実

施
し
た
。

<
連
絡
>

◎
青
年
部
の
記
章
冒
本
商
工
会
議

所
製
作
・
全
国
統
一
バ
,
チ
)
を
用

゛
、ノ

意
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
来
所
の
節

に
は
先
般
ア
ソ
ケ
ー
ト
に
ょ
る
ビ
希

望
の
ネ
ジ
式
・
タ
ッ
ク
式
を
お
申
し

つ
け
下
さ
い
。

◎
来
年
の
青
年
部
の
活
動
予
定
は
次

の
と
船
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
%
さ
そ
い
の
上
是
非
、
こ
出
席
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
一
月
総
会
(
次
年
度
の
役

員
改
選
と
新
年

会海
外
研
修

◎
二
月

県
外
事
業
所
訪

◎
三
月

門
及
び
他
青
年

部
と
の
交
流
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親
睦
旅
行
会
実
施

十
一
月
十
一
日
、
十
二
日
の
両
日

山
口
県
秋
芳
洞
、
萩
方
面
へ
の
親
睦

旅
行
会
を
実
施
。
新
幹
線
利
用
で
、

秋
芳
洞
、
萩
へ
は
バ
ス
を
利
用
し
、

少
し
時
間
的
に
忙
し
か
っ
元
が
、
参

加
者
一
同
、
和
気
合
々
の
う
ち
、
親

睦
を
深
め
た
。

十
一
月
例
会
開
催

十
一
月
十
三
日
十
二
時
三
十
分
よ

り
、
奈
良
国
立
博
物
館
々
長
、
倉
田

文
作
氏
を
招
き
開
催
。
倉
田
館
長
の

ス
ラ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
「
仏
像
と

像
内
納
品
」
と
い
う
講
演
を
参
加
者

一
同
興
味
を
も
っ
て
拝
聴
し
た
。

理
事
会
開
催

十
一
月
十
三
日
、
月
例
会
終
了
後

理
事
会
を
開
催
し
、
常
務
理
事
に
、

商
工
会
議
所
専
務
理
事
紺
家
稔
氏
を

選
任
し
た
。

又
、
相
談
役
に
、
前
常
務
理
事
、

小
谷
武
芳
氏
を
選
ん
だ
。

今
後
の
予
定

◎
家
族
忘
念
会
の
開
催

0
十
二
月
十
一
日
(
火
)

午
後
六
時
よ
り
開
催
を
予
定

◎
大
阪
ガ
ス
泉
北
ガ
ス
製
造
所
見
学

0
十
二
月
十
二
日
呆
)

午
前
九
時
出
発

◎
新
年
賀
会
の
開
催

一
月
七
日
に
商
工
会
議
所

0

経
済
同
友
会
と
共
催
で
開
催

す
る
。

◎
観
劇
会
の
開
催

日
程
は
未
定
で
す
が
中
座
の
松

竹
新
喜
劇
を
観
劇
す
る
予
定
。

詳
し
く
は
後
日
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

計
行博

設
谷

ヘ
;、

、
J

」
゛
、
0
 
,
气
1

,
'
,
'
ー

.
゛

J
 
4

麹
饗

、

C

つ

瓢

一
,

、

ν

,
ι

『
武

ト

'

.

斤戸務
子
人

事午碁云寺牛国トタ内ダ
田

止

タ
.

ヅ
 
h

'
冒

工
場
診
断
の

際
、
作
業
日
報
が

元
だ
束
ね
ら
れ
て

棚
の
上
な
ど
に
無

造
作
に
の
せ
ら
れ

て
い
る
の
を
見
掛

け
る
。
聞
く
と
、

こ
の
作
業
日
報

ニ
.
冨
.

,
:
一
;
、
一
.
:
,
:
三
=
一
.
'
:
:
:
一
:
.
'
:
:
.
、
=
,
.
゛
:
:
.
、
一
一
:
.
゛
:
三
一
』
一
,
.
'
:
:
.
、
一
一
:
.
●
:
.
一
、
=
:
◆
.
ニ
=
三
,
:
'
二
一
.
一
、
"
=
,
二
一
一
一
:
:
゛
:
.
一
一
一
一
.
◆
:
=
一
、
ニ
.
=
゛
.
一
三
一
一
一
=
'
:
ニ
、
』
一
=
:
中
」
ニ
.
一
一
二
;
;
.
ニ
ニ
=
:
,
.
一
.
一
.
一
.
一
=
:
■
二
=
=
冨
冒
冒
●

e
査

S
審

君
窒
白
の
最
良
の
味
方

J

ト
一
、

し
商

は
、
形
式
的
に
、

慢
然
と
と
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、

何
に
、
役
立
て
る
こ
と
も
な
い
よ

う
だ
。
し
い
て
考
え
れ
ぱ
従
業
員

の
尻
を
叩
く
た
め
の
、
の
で
し
か

な
い
。
よ
く
し
た
、
の
で
、
従
業

員
も
心
得
て
い
て
適
当
に
、
記
入
し

提
出
し
て
い
る
。
そ
の
辺
の
事
情

は
、
そ
の
日
報
綴
り
を
少
し
調
べ

て
る
と
わ
か
る
。
記
入
項
目
に
脱

漏
や
不
明
瞭
な
も
の
が
多
く
、
そ

れ
が
一
向
に
チ
乏
ク
さ
れ
た
形

跡
は
な
く
勿
論
そ
れ
は
集
計
な
ど

さ
れ
て
い
な
い
。

作
業
日
報
は
、
本
来
、
予
定
ま

た
は
計
画
に
対
し
て
実
績
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
対
照
し

欠
点
を
改
善
す
る
資
料
と
し
て
必

要
な
た
め
に
取
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
必

ず
集
計
す
る
な
ど
作
業
の
計
画
と

実
績
の
差
異
を
検
討
で
き
る
よ
う

な
形
に
整
備
す
る
1
計
画
に
対
す

る
実
績
を
審
査
す
る
の
で
な
け
れ

ぱ
、
そ
の
効
果
は
期
待
で
き
な
い

だ
け
で
な
く
、
経
費
と
労
力
が
無

駄
と
な
っ
て
し
ま
う
0

中
小
企
業
の
場
<
口
、
工
業
と
い

ー
.

問
し
匠

ル
し
意

▲
J

f
、

わ
ず
商
業
と
い
わ
ず
、
と
の
よ
う

な
事
態
を
経
営
全
般
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
と
こ
で
、
あ
ら
た
め

て
企
業
に
つ
い
て
考
え
て
見
よ

う
企
業
と
は
、
本
来
、
「
事
業
を

企
て
る
こ
と
、
ま
た
は
、
そ
の
企

て
た
事
業
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
事
業
と
は
、
営
利
の
目
的
で

継
続
的
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
営
力

経
済
活
動
で
あ
り
、
事
業
を
企
て

る
と
は
、
そ
う
し
九
活
動
を
計
画

す
る
と
と
で
、
ま
た
は
、
計
画
さ

れ
た
経
済
活
動
で
亀
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
企
業
者
は
、
誰
で
も
利

益
を
得
る
た
め
、
目
標
を
た
て
て

ビ
タ
ミ
ン
E
た
つ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

所
日

相業企ト
木

中所
日

会
談

工
相
商
相
良奈

0

璋
正

地
)

田
田
 
F
番
8
7

レ
5

蔦
蔦
ヲ
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丁
、
聞

士
士
2
4
ト

但
2

理
浬
町
東
2

弁
弁
 
m
)

0
(

区
へ
阪

東
北
大

市
本
話

阪
筋
電

大
(

、
J
、

で
案

標
用

舮
許
膨
特
を
の
発
国

0
0
界

め
ひ
こ
よ

展
内
発
国

(

0

C

C

/
J

つ
て
い
る
の
に
違
い
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
儲
け
た
い
と
思
う
者
は

ま
ず
商
売
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

し
か
ら
ぱ
企
業
か
利
益
が
思
う

よ
う
に
出
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う

か
を
考
え
て
み
ょ
う
。
こ
こ
で
は

外
部
条
件
の
変
化
等
は
一
応
捨
象

し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
企
業
は
、
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
本
来
、
計
画
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
計
画
に
は
十
分

な
利
益
は
期
待
で
き
る
も
の
で
あ

つ
た
筈
で
あ
っ
た
。
み
す
み
す
利

益
の
な
い
計
画
な
ど
苦
労
し
て
立

て
る
筈
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次

に
、
企
業
は
、
経
済
活
動
で
あ
る

施 町
即

東
印

ヒ
 
4

司
 
7

奈
 
T

8

(
、

プ
ラ
ン

シ
ー
物
語

ド
ウ

.

.

実
施
が
計
画
に
対
し
く
い
違
っ
て

い
る
な
ら
ぱ
、
計
画
に
そ
う
よ
う

に
実
施
を
管
理
す
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
 
t
な
わ
ち
、

企
業
経
営
に
は
、
計
画
か
ら
実
施

へ
と
い
う
過
程
の
繰
り
返
し
で
は

不
十
分
な
の
で
、
図
に
示
す
よ
う

に
計
画
(
プ
ラ
ソ
)
←
実
施
(
ト

ウ
)
←
審
査
(
シ
ー
)
と
い
う
サ

イ
ク
ル
を
と
ら
な
け
れ
ぱ
、
所
期

の
目
的
の
達
成
が
力
ず
か
し
い
こ

と
に
な
る
0
 
特
に
と
の
シ
ー
は
、

意
識
的
に
や
ら
な
け
れ
ぱ
、
知
ら

な
い
間
に
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
。

そ
れ
と
同
時
に
利
益
も
漏
れ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
鼎
の
作
業
日

報
の
よ
う
な
一
部
分
で
あ
ろ
う
と

企
業
経
営
に
は
、
シ
ー
の
段
階
が

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
作
業
を
進
め

て
い
く
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

折
角
、
計
画
を
た
て
、
そ
れ
を
実

施
し
て
い
る
の
に
十
分
な
所
期
の

目
的
の
逹
成
が
で
き
な
い
。
利
益

が
あ
が
ら
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ぱ

で
あ
る
と
い
う
の
が
現
実
で
あ

る
0そ

れ
で
は
企
業
は
、
利
益
が
あ

が
っ
た
り
、
あ
が
ら
な
か
っ
た
り

と
全
く
不
安
定
な
も
の
だ
ろ
う

そ
う
で
あ
れ
ぱ
、
誰
も
多
大

、
0

力の
資
本
を
投
下
し
た
り
、
ま
た
そ

の
う
え
苦
労
し
て
経
営
し
た
り
す

る
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
企
業
は

原
理
的
に
利
益
が
あ
る
よ
う
に
な

(

叫

な
け
れ
ぱ
全
く
尻
抜
け
の
状
態
に

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
シ
ー
が
次

の
プ
ラ
ソ
に
反
映
さ
れ
な
が
ら
、

.
フ
ラ
ソ
←
ド
ゥ
←
シ
ー
の
サ
イ
ク

ル
で
上
手
に
経
営
す
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

か
ら
、
実
施
の
な
い
も
の
は
な

し
た
が
っ
て
、
企
業
は
、
計

、
0

L画
と
実
施
が
も
と
も
と
備
わ
っ
て

い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
実
施
が
、
計
画
ど
お
り
に
遂

行
さ
れ
る
と
い
う
保
証
は
何
も
な

と
す
れ
ば
、
計
画
段
階
で
如

、
0

し何
に
利
益
が
十
分
あ
ろ
う
と
も
、

実
施
段
階
で
そ
の
利
益
が
な
く
な

つ
た
り
、
む
し
ろ
損
失
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
る
わ
け
だ
。

と
の
よ
う
な
計
画
と
実
施
の
間

の
差
異
を
、
出
来
る
か
ぎ
り
な
く

す
に
は
、
計
画
に
対
す
る
実
施
を

絶
え
ず
対
照
し
て
審
査
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
審
査
に
ょ
っ
て
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一
一
十
二
月
十
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で
社
会
生
活
の
平
和
を
乱
す
、
の
で
あ
 
0
部
落
に
対
す
る
差
別
観
念
を
な
く
と
す
る
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
が
一
一

一
^
す
。
り
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。
す
こ
と
設
置
さ
れ
、
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
^

一
一
国
際
連
合
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
そ
こ
で
自
分
の
権
利
を
主
張
す
る
 
0
同
和
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
に
船
け
る
決
定
事
項
の
国
内
政
策
へ
一
一

一
一
択
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
国
際
連
合
こ
と
は
当
然
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
 
0
就
職
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
す
。
の
取
り
入
れ
や
、
そ
の
他
婦
人
に
関
一
一

一
一
本
部
を
は
じ
め
各
国
で
人
権
擁
護
活
時
に
同
じ
権
利
が
自
分
以
外
の
す
べ
同
和
地
区
出
身
で
あ
る
と
と
を
理
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
一
一

一
一
動
を
進
め
る
た
め
の
各
種
の
行
事
か
て
の
人
に
亀
等
し
く
認
め
ら
れ
て
お
由
に
結
婚
を
認
め
な
か
っ
元
り
適
性
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
一
一

一
一
行
わ
れ
ま
す
。
カ
、
船
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
や
能
力
に
か
か
わ
り
な
く
就
職
の
門
婦
人
の
地
位
は
、
戦
後
の
法
制
上
一
一

一
一
わ
が
国
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
る
こ
と
に
ょ
り
正
し
い
人
権
意
識
を
を
閉
ざ
し
た
り
、
同
和
地
区
の
所
在
の
改
革
と
民
主
主
義
思
想
の
浸
透
に
一
一

一
一
十
二
月
十
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
育
て
、
豊
か
な
人
問
関
係
を
つ
く
つ
地
を
列
挙
し
九
図
書
(
部
落
地
名
総
よ
っ
て
著
し
く
向
上
し
ま
し
た
。
一
一

一
一
と
し
て
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
鑑
な
ど
)
を
秘
か
に
売
り
さ
ぱ
い
九
し
か
し
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
つ
一
一

^
護
委
員
連
合
会
が
共
催
で
、
関
係
機
%
り
ま
す
。
り
、
あ
る
い
は
身
元
調
査
を
行
う
な
ち
か
わ
れ
た
前
近
代
的
な
意
識
や
社
一
一

一
一
関
、
団
体
の
協
力
の
も
と
、
広
く
国
◎
部
落
差
別
の
解
消
ど
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
許
す
こ
と
会
慣
行
が
残
在
し
、
婦
人
を
と
り
ま
一
一

く
社
会
環
境
は
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は

民
に
人
権
意
識
の
一
局
揚
を
呼
び
か
け
ー
た
ち
き
ろ
う
差
別
の
根
、
家
庭
で
の
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

差
別
は
し
な
い
、
差
別
は
さ
せ
な
い
え
ま
せ
ん
。

て
い
ま
す
。

職
場
で
、
近
隣
で
ー

と
の
「
婦
人
の
十
年
」
を
機
会
に

六
尓
良
地
方
法
務
局
と
奈
良
県
人
権
:
:
:
:
;
:
,
:
:
:
:
:
・
:
:
:
,
:
:
.
'
:
:
・
:
:
:
・
:
:
:
:
:
・
:
:
:
・
:
:
:
・
・
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:
:
,
:
、
:
:
:
・
・
:
・
:
:
:
,

国
民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

擁
護
委
員
連
合
会
は
次
の
重
点
目
標

第
三
十
一
回
人
権
週
間

で
男
女
差
別
を
解
消
し
婦
人
の
地
位

を
掲
げ
て
広
く
県
民
の
皆
様
の
御
理

解
を
も
と
め
て
い
ま
す
。
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◎
児
童
の
人
権
尊
重

◎
人
権
の
共
存

近
時
、
国
民
の
人
権
思
想
は
高
ま

1
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て

つ
た
と
は
い
え
、
児
童
を
道
連
れ
に

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
ー

し
た
無
理
心
中
、
痛
ま
し
い
虐
待
、

こ
の
ご
ろ
で
は
、
国
民
の
問
に
基

交
通
事
故
、
児
童
の
自
殺
な
ど
、
生

本
的
人
権
の
田
瓶
か
普
及
し
、
自
己

命
を
軽
ん
ず
る
事
件
が
あ
と
を
絶
た

の
立
場
を
擁
護
す
る
権
利
意
識
の
高

ず
児
童
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
の
悪

ま
り
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま

化
は
と
み
に
著
し
い
も
の
が
あ
る
と

す
。

い
え
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
に
船
い
て
自
分
の

本
年
は
国
際
児
童
年
に
あ
た
り
、

権
利
の
み
を
主
張
す
る
あ
ま
り
、
他

児
童
の
人
命
尊
重
と
福
祉
の
向
上
を

人
の
立
場
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、
他
人

訴
え
、
児
童
を
深
い
愛
情
と
理
解
を

の
基
本
的
人
権
を
も
尊
重
す
べ
き
こ

も
っ
て
育
て
て
い
こ
う
と
呼
ぴ
か
け

と
を
忘
れ
た
り
お
ろ
そ
か
に
し
て
い

て
い
ま
す
。

る
と
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す
0
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は
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.

同
和
問
題
は
、
我
が
国
社
会
の
歴

.

.
.
.

史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
形
成
さ

.

.
■
一

れ
た
身
分
的
階
層
構
造
に
基
づ
く
差

別
に
ょ
っ
て
、
同
じ
国
民
で
あ
り
な

が
ら
一
部
.
の
人
々
が
経
済
的
、
社
会

的
文
化
的
に
低
い
状
熊
に
船
か
れ

憲
法
が
す
べ
て
の
国
民
に
保
障
し
て

.

.

い
る
職
業
選
択
の
自
由
、
結
婚
の
自

由
教
育
の
機
会
均
等
な
ど
の
市
民

的
権
利
と
自
由
が
現
代
に
郭
い
て
も

完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

も
っ
と
亀
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題

.

.

で
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
解
決
の
中
心
的
課
題
は

.
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'当
所
事
務
局
長
の
貴
多
本
高
徳
氏
は
去
る
十
二
月
一
日
午
前
十
時
四
十

五
分
、
心
筋
硬
そ
く
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

茲
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

貴
多
本
氏
は
、
昭
和
十
八
年
奈
良
県
警
に
毒
職
以
来
三
十
年
に
わ
た
り

治
安
維
持
に
尽
力
。
四
十
八
年
三
月
奈
良
警
察
署
長
を
最
後
に
退
職
、
五

十
一
年
四
月
よ
り
当
所
事
務
局
長
の
職
に
あ
っ
た
。

な
お
、
告
別
式
は
、
浄
教
寺
に
お
い
て
し
め
や
か
に
営
ま
れ
た
。

亨
年
六
十
一
才

(

西
木
辻
八
軒
町
二
0
0
1
七
・
⑳
四

九
六
四

▽
鵠
米
澤
組
・
米
澤
栄
美
子
・
小
太

郎
町
一
九
・
清
掃
士
木
・
堕
釜
ハ
一

五▽
中
谷
重
機
・
中
谷
義
一
・
芝
辻
北

町
二
四
・
士
木
建
設
機
械
販
売
並
に

賃
貸
・
⑳
0
九
四
四

▽
川
本
商
店
・
川
本
好
子
・
南
紀
寺

町
五
1
七
八
・
衣
料
雑
貨
販
・
⑳
四

七
五
六

▽
赤
帽
新
和
託
送
・
岡
本
信
夫
・
南

新
町
四
三
1
-
・
運
送
業
・
⑱
一
三

七
八

マ
喫
茶
織
恋
時
屋
・
平
紙
繁
雄
・
学

園
大
和
町
四
1
六
・
喫
茶
飲
食
・
@

五
九
一
三

▽
晃
正
社
・
長
谷
川
浪
子
・
興
善
院

町
四
・
広
告
代
理
業
・
⑳
0
六
八
一

、

い
、
差
別
は
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と

を
私
た
ち
一
人
一
人
か
、
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
会
意
識
と
し
て
定
着
さ

せ
ま
し
ょ
う
0

◎
婦
人
の
地
位
向
上

戦
後
い
ち
ぢ
る
し
い
社
会
経
済
の

発
展
は
、
婦
人
の
生
活
全
般
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
婦

人
の
労
働
条
件
、
法
的
地
位
、
老
後

問
題
等
現
状
は
い
ま
な
船
き
び
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
か
ら
昭
和
六
十
年

ま
で
の
十
年
間
は
「
婦
人
の
十
年
」

と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長

ト
ー
ー
ー
?
Ξ
 
1
-
'
1
J
〆
{

一
般
消
費
税
導
入
反
対
を
決
議

第
七
十
一
回
議
員
総
会

当
所
で
は
、
こ
の
ほ
ど
一
般
消
費
税
導
入
反
対
の
決
議
文
を
日
商

宛
手
渡
し
た
。

当
反
対
決
議
は
去
る
十
月
十
二
日
開
催
の
第
七
十
一
回
議
員
総
会

で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
決
議
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

決
議
文

一
般
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
逆
進
性
が
強
く
、
中
小
企
業
に
と
つ

て
転
嫁
困
難
で
企
業
課
税
の
可
能
性
が
多
く
、
か
つ
物
価
高
を
招

き
、
デ
フ
レ
等
景
気
に
悪
影
縛
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
充
分
考
え
ら
れ
る

の
で
そ
の
導
入
に
は
反
対
で
あ
る
。

国
家
財
政
の
再
建
が
必
要
か
つ
緊
急
で
あ
る
こ
と
は
充
分
理
解
出

来
る
が
、
行
政
改
革
、
三
K
問
題
公
務
員
の
定
員
削
減
等
に
ょ
る

歳
出
の
削
減
を
英
断
を
も
つ
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
決
議
す
る
。

昭
和
五
十
四
年
十
月
十
二
日
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1
ψ

マ
大
西
モ
ー
タ
ー
ス
・
大
西
末
次
郎

北
之
庄
町
ご
天
1
-
、
自
動
車
販

売
整
備
・
@
七
二
五
八

▽
ワ
シ
オ
音
楽
教
室
・
鷲
尾
隆
慶
.

高
畑
東
大
路
町
ご
工
五
1
五
・
音

楽
教
育
・
⑳
一
五
0
0

▽
カ
ナ
マ
ル
登
美
ケ
丘
店
・
金
丸

俊
・
登
美
ケ
丘
四
'
五
1
五
・
電
気

器
具
小
売
・
@
三
四
0
九

マ
朗
奈
良
充
電
所
・
森
田
ア
サ
子
.

三
条
大
路
-
ー
ニ
ー
ニ
四
・
白
動
車

部
品
販
売
・
@
三
一
九
一

▽
協
永
商
事
・
溜
前
房
子
・
登
美
ケ

丘
三
1
 
Ξ
1
 
三
、
た
こ
焼
や
き

そ
ぱ
小
売
・
⑮
四
六
二
四

▽
レ
ス
ト
ラ
ン
み
な
み
・
高
原
庄
道

日
時
十
二
月
十
四
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
1
同
三
時
三

十
分

場
所
当
所
四
階
四
0
-
号
室

テ
ー
マ
「
年
末
調
整
の
仕
方
及
び
決
算

準
備
」

講
師
中
嶋
会
計
事
務
所

税
理
士
増
南
勝
義
氏

参
加
料
無
料

◎
多
数
ご
参
加
く
ざ
さ
い
。
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